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秩父市の印象

秩父市は妻の出身地であり、都心からアクセスがよく、観光
地でありながら自然豊かな暮らしができることなどから、秩父
市に魅力を感じ移住を決意しました。
どんな地域おこしがしたいか

地域の方と積極的に交流し、担い手募集情報や空き家
情報を積極的に集めていきたい。その情報を移住希望者
に還元していきたい。

所属：総合政策課

　　　移住相談センター

着任：令和７年５月１日～

出身：埼玉県川口市

［　自己紹介　］

写真写真



住者・移住希望者の相談・受付・サポート業務

 
 移住・定住支援に関する情報発信業務（HP、イベント等で
のPR活動、移住体験ツアー企画運営）

 地域行事への参加や市イベントへの参画 

その他移住・定住の促進に関する業務

移住相談・情報発信・イベント企画を行い移住者を増やす活 動 目 標

活 動 内 容



・移住者・移住希望者の来訪場所として機能

・様々な方と知り合い交流をすることができ

ている。地域おこし協力隊として、多くの住

民の方に認知され、協働していきたい

・お客様の要望をヒアリングし、まち案内

を行う

・会社や施設訪問、先輩移住者紹介などを

行い、私自身の人脈も広がっている

・地域の清掃活動

・地域の行事・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ参加

写真

移住相談センターの運営

移住体験ツアー（まち案内）

地域協力活動



こ こ に 注 目 ！

・秩父市の生活情報に詳しくなることは大前提

ですが・・・

協力隊として活動を始めてから、「地域おこし

協力隊制度」に関心を持つようになりました。

東京一極集中・一次産業への携わり・地方起業

・行事の後継者不足・自給自足などと地域おこ

し協力隊は親和性が高く、今後もっと発展する

制度であって欲しいと思います。

地域おこし協力隊として、移住者を増やし活気のあるまちづ
くりをしていく

副業先のレストランで、飲食店経営や農業や養鶏について
勉強する

今 後 の 活 動


